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Pb(Zr,Ti)O3（PZT）は、ペロブスカイト型の強誘電体材料であり、モルフォトロピック相境界付

近において優れた強誘電性および圧電特性を示すことが知られている[1]。一方、ナノサイズの単

結晶粒子は材料のもつ優れた機能や特性を最大限に発揮できる可能性を秘めており[2]、近年、キ

ューブ形状を有する単結晶 PZTの合成手法に関して多くの研究が行われている。しかし、PZTキ

ューブの電気特性評価に関する報告例は未だ数少ない[3,4]。本研究では、PZT前駆体溶液中の Zr/Ti

のモル比が PZTキューブの形態、結晶性および圧電特性に及ぼす影響を調査した。 

酢酸鉛(II)三水和物、ジルコニウムラクテートアンモニウム塩およびチタニウム(IV)ビス（アン

モニウムラクテート）ジヒドロキシドを原料とする PZT前駆体溶液に、鉱化剤として水酸化テト

ラメチルアンモニウムを添加し、水熱法により PZT キューブを合成した。エネルギー分散型 X 線

分析を用いて合成した PZT キューブの組成分析を行

った。また、圧電応答力顕微鏡（PFM）を用いて単

一 PZTキューブの圧電特性を評価した。 

PZT（MPB; Zr/Ti = 52/48）溶液を用いて 180°C及

び24時間で合成したPZTキューブの組成分析を行っ

た結果、合成したキューブはほぼMPB付近であった。

また、得られた MPB 組成を有する単一 PZT キュー

ブにおいて PFM測定を行った結果を Fig. 1 に示す。

印加電圧 50 Vにおいて、圧電特性が得られることを

確認した。 
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Fig. 1 Piezoelectric hysteresis loops of PZT 

cubes with MPB. 
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